


　住宅全体の電力消費量では、コンセント系統の電力

消費量は約 13[%] となる。2020 年のコンセント系統の

電力消費量では、その他の機器が約 39[%]、ベース分

が約 34[%]、夕食調理が約 10[%]、朝食調理が約９[%]、

電子レンジが約４[%]、温水トイレが約２[%] となる。

給湯器やドライヤー、掃除機の電力消費量は少なく、

それぞれコンセント系統の 0.7[%] 程度である。

3.2　各年度毎の実際の電気料金単価に対応した年積算

電気料金 : 図６に 2019 年度の電力消費量を基にした各

年度の電気料金単価に対応した年積算電気料金を示す。

2020 年の電気料金単価を用いた場合の電気料金は、2000
年の電気料金単価を用いた場合の電気料金と比較して昼

間で約 1.2 倍、夜間で約 2.2 倍、全体では約 1.6 倍になる。

3.3　冷暖房用電力消費量・電気料金と室内外温度差の

関係 : 図７に日積算冷暖房用電力消費量・電気料金と

日平均室内外温度差の関係※10 を示す。７～９月のうち、

エアコンを使用している期間を冷房期間、その他の期

間で床暖房もしくはエアコンを使用している期間を暖

房期間とする。日平均室内外温度差が１[℃ / 日 ] 上

昇すると、冷房用電力消費量・電気料金はそれぞれ約

0.77[kWh/ 日 ]、約 21[ 円 / 日 ] 減少し、暖房用電力消

費量・電気料金はそれぞれ、床暖房とエアコンの併用

で約 2.1[kWh/ 日 ]、約 47[ 円 / 日 ]、床暖房のみで約

3.6[kWh/ 日 ]、約 49[ 円 / 日 ] 増加する。室内外温度

差に対する暖房用電力消費量・電気料金の変化はどち

らも床暖房とエアコンの併用が小さくなる。床暖房と

エアコンの併用が、床暖房のみに比較して省エネルギー

で省コストであると考えられる。

4　まとめ

① 2020 年の用途ごとの電力消費量は、空調分と給湯分

　がそれぞれ約40[%]で、全体の約80[%]を占めている。

② 2020 年の用途ごとの電力消費量は、調理分が約９[%]

　で、そのうち冷蔵庫が約 40[%] を占めている。

③ 2020 年の電気料金単価を用いた場合の電気料金は、

　2000年の単価を用いた場合と比較して約1.6倍である。

④日平均室内外温度差が１[℃ / 日 ] 上昇すると、暖房

　用電力消費量・電気料金はそれぞれ、床暖房とエアコ

　ンの併用で約 2.1[kWh/ 日 ]、約 47[ 円 / 日 ]、床暖房

　のみで約 3.6[kWh/ 日 ]、約 49[ 円 / 日 ] 増加する。
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注釈
※１　対象住宅の１階はビルトインタイプのガレージである。
※２　エアコン ( ３Ｆ個室 ) と洗濯機は同一の系統で電力消費を計測しているため、それぞ

れの電力消費を分離する必要がある。洗濯機の定格消費電力から、使用有無の判定を
する。使用していた場合は、系統３の日積算電力消費量と洗濯機の日積算電力消費量
の差を求め、エアコン ( ３Ｆ個室 ) の電力消費とする。なお、洗濯機の日積算電力消
費量は、同系統で、非空調期間に洗濯機を使用した場合の日積算電力消費量の平均値
である 0.091[kWh] である。

※３　電力消費は、2015 年９月５日～ 10 月 30 日が測定装置の故障のため、欠測している。
室温の測定は、リビングでは 2016 年 12 月２日から、個室①では 2018 年１月８日から
計測している。

※４　2016 年１月１日～２月２日は１分毎に電力消費を計測している。
※５　日記には、機器毎に使用した時刻及び使用を終えた時刻が記載されている。
※６　電力消費の 10 秒間隔毎の差が、当該機器の定格消費電力の範囲に入れば、分離前の電

力消費から当該機器の電力消費を差し引く。その後、電力消費の 10 秒間隔毎の差が定
格消費電力の範囲内に入れば、当該機器の電力消費を差し引くことを終了する。差し
引いた電力消費量の積算値を当該機器の電力消費量とする。

※７　IH 調理機器は別系統で直接計測しているため、朝食調理、夕食調理の電力消費量に含
まれていない。

※８　対象住宅は東北電力の時間帯別電灯契約Ａを契約しており、現在の電気料金単価は、
昼間 35.0[ 円 /kWh]、夜間 13.1[ 円 /kWh] である。本研究では、23 時から翌日７時
までは夜間電気料金単価、７時から 23 時までは昼間電気料金単価を用いて電気料金の
算出を行う。電気料金単価は、再生可能エネルギー発電促進賦課金単価を含み、税金、
基本料金は考慮していない。

※９　朝食調理、夕食調理の電力消費量に電子レンジは含まれていない。
※ 10  住宅で消費されるエネルギーは最終的に熱に変換されると考え、給湯用以外は暖房に

寄与すると仮定し、電気温水器以外の電力消費量の合計値を暖房用電力消費量とする。
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図４　用途ごとの月別平均日積算電力消費量
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図７　日積算冷暖房用電力消費量・電気料金と
日平均室内外温度差の関係※10

図６　2019 年度の電力消費量を基にした
各年度の電気料金単価に対応した年積算電気料金
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図５　用途ごとの年積算電力消費量の割合※９(2020 年１月～ 12 月・空調方法 床暖房＋エアコン )

(a) 日積算冷暖房用電力消費量と
日平均室内外温度差の関係

(b) 日積算冷暖房用電気料金と
日平均室内外温度差の関係
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